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老

→著』

肚

こ

㎜
早
一那

幅

島

俊

公刑

幽

 儒
家
で
謂
ふ
所
の
道
ぐ」
云
ふ
語
は
素
よ
り
人
倫
日
用
を
離
れ
ぬ
實
践
的
規
範
法
則
を
指
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
人
道
の
規
範
は
軍
に
不
完
全
な

入
間
の
任
意
に
出
た
も
の
で
は
な
く
、
天
の
命
す
る
所
で
、
中
庸
に
言
ふ
、
「
天
命
之
謂
レ性
。
牽
〆
性
之
謂
γ道
」。
の
如
き
も
の
で
あ
り
、
漢
の

董
仲
飾
の
如
く

「道
之
大
原
出
二干
天
一」
唱こ
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
天
は

一
切
を
統
宰
す
る
所
の
知
あ

り
惰
意
あ
る
入
格
的
の
坤

で
、
自
然
に
於
け
る
造
化
の
凡
て
を
司
り
、
人
類
の
生
存
を
支
配
す
る
最
高
の
者
ぐ」し
て
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
易
に
「
一
陰

一
陽
之
謂
ノ道
。
櫃

γ之
者
善
也
。
成
〆之
者
性
也
」
ぐ」言

へ
る
如
く
、
天
蓮
を
演
繹
し
て
人
道
を
説
き
、
人
道
を
蹄
納
し
て
天
道
に
合

一
す
る
教
が
所
謂
儒
家
の
論

す
る
道
で
あ
る
。

此
の
儒
家
の
道
に
封
し
て
、
夏
に
深
く
哲
學
的
に
宇
宙
の
大
原
を
究
め
、
天
地
に
先
ち
て
生
じ
、
萬
物
の
母
ε
な
り
、
萬
物
之
を
侍
ん
で
生

す
る
底
の
も
の
を
道
ε
な
し
た
も
の
は
老
蕪
の
哲
學
で
あ
る
。

天
地
不
仁
。
以
一一萬
物
一爲
二衡
狗
一。
(老
子
、
第
五
章
)

吾
不
γ知
二誰
之
子
。
象
二帝
之
先
一。
(老
子
、
第
四
章
)

夫
道
紳
ノ鬼
。
紳
ン
帝
。
生
〆天
生
γ地
。
(蕪
子
、
大
宗
師
)



S
言

へ
る
如
く
、
儒
家
の
所
謂
、
天
ε
か
帝
、
瀞
以
前
の
非
人
格
的
の
形
而
上
的
原
理
を
認
め
、

「
有
γ物
混
成
。
先
二天
地
一生
。
蓼
分
蓼
分
。
猫
立
而
不
ン改
。
周
行
而
不
γ殆
。
可
三
以
爲
二天
下
母
一。
吾
不
レ知
二其
名
一。
字
γ之
日
γ道
.」

(老
子
、
二
十
五
章
)

ε
な
す
も
の
が
老
蕪
の
道
で
あ
る
。
郎
ち
道
其
者
は
、
生
滅
攣
化
し
て
息
む
な
き
現
象
の
根
底
に
横

つ
て
、
實
に
彼
此
の
封
偶
も
無
く
封
域
も

な
く
、

一
切
の
有
を
超
越
し
、
何
等
の
思
議
や
性
質
を
附
用
し
得
な
い
絶
封
の
實
在
で
あ
る
。
か
く
の
如
き

圃
切
萬
有
の
膳
源
た
る
も
の
は
、

吾
人
の
用
ふ
る
相
勤
的
な
差
別
的
な
言
語
概
念
で
は
表
現
し
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
縄
々
ε
し
て
名
つ
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
に
假
名
し

て
道
ミ
云
ひ
、

道
可
γ道
。
非
ご常
道
一。
名
可
γ名
。
非
二常
名
一。
無
名
天
地
始
。
有
名
萬
物
之
母
。
(老
子
第

一
章
)

ミ
も
云
つ
て
ゐ
る
よ
り
せ
ば
、
普
通
儒
家
の
説
く
道
ε
は
大
に
径
庭
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
こ
の
假
名
た
る
道
の
實
相
を
設
く
に
當
つ
て
は
、道
之
爲
γ物
。
惟
悦
惟
惚
。
惚
分
悦
分
。
其
中
有
ノ象
。
胱
分
惚
分
。
其
中
有
γ物
。

窃
分
冥
分
。
其
中
有
γ精
。
其
精
甚
突
。
其
中
有
レ信
。
自
γ古
及
〆今
。
其
名
不
〆去
。
以
閲
二衆
甫
一。
吾
何
以
知
二
衆
甫
之
献
一哉
。
以
γ此
。

(老
子
、
第
二
十

一
章
)

S
言
ひ
、

淵
分
似
二萬
物
之
宗
一。
湛
分
似
二或
存
一、
(老
子
、
第
四
章
)

な
さ
ε
、
詩
的
に
漠
然
相
似
の
形
容
を
以
て
し
、
或
は

無
献
之
歌
、
無
物
之
象
(老
子
、
第
十
四
章
)
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ε
云
ふ
如
く
、
全
く
否
定
的
に
漕
極
的
な
表
現
の
形
式
を
か
つ
て
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
老
子
に
は
更
に
道
ε
云
ふ
よ
り
も
少
し
く
具
罷
的
な
着

想
か
ら

天
下
萬
物
生
二於
有
一。
有
生
二
於
無
一。
(老
子
、
第
四
十
章
Ψ

ミ
構
し
て
、
無
を
以
て
道
に
換
言
し
た
場
合
も
多
い
。
固
よ
り
無
ミ
名
づ
け
て
も
、
其
は
道
ε
同
じ
く
絶
封
的
の
名

で
、
有
ε
封
稽
す
る
こ
ε

は
便
宜
的
の
使
用
で
あ
つ
て
、
實
は
荘
子
が

有
二有
也
者
一。
有
二無
也
者
一。
有
下末
一一始
有
ジ無
也
者
上
。
有
下未
四始
有
三夫
未
二始
有
シ
無
也
者
上
。
俄
而
有
ノ無
突
、
而
γ未
知
、
有
γ無
之
果
敦

有
敦
無
也
。
(齊
物
論
)

ぐ」言
つ
た
や
う
に
無
も
な
く
、
無
無
で
あ
り
、
無
無
無
ε
で
も
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
の
も
の
で
あ
つ
た
。
漢
の
嚴
違
の
道
徳
指
聾
論
に
は
此
の

意
味
か
ら
、

道
無
無
無
之
無
。
始
未
γ始
之
始
。
萬
物
所
ノ由
、
性
命
所
〆以
、無
γ有
二所
〆名
者
一。
謂
二之
道
一。
道
虚
之
塵
。
故
能
生
γ
一
。
有
〆物
混
沌
胱

惚
Q
(
道
生

一
篇
)

ミ
述
べ
叉

夫
道
之
爲
γ物
。
無
形
無
歌
無
心
無
意
不
忘
不
念
無
知
無
識
無
首
無
向
無
爲
無
事
虚
無
澹
泊
胱
惚
清
浮
。
其
爲
〆化
也
。
攣
二
於
不
攣
一。
動
二於

不
動
一。
反
以
生
〆覆
。
覆
以
生
〆反
、
有
以
生
〆無
。
無
以
生
γ有
。
反
覆
相
因
。
自
然
是
守
。
無
〆爲
爲
〆之
。
萬
物
興
　
。無
ノ事
事
γ之
。
萬

物
遽
夷
。
(天
下
有
始
篇
)

S
解
論
梢
々
詳
な
る
も
の
が
あ
る
。
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現
存
の
指
蹄
者
は
備
書
ε
目
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
け
れ
さ
も
、
老
荘
の
義
を
徹
底
し
て
解
す
る
節
あ
る
を
以
て
こ

」
に
學
津
討
原
本
に
よ

り
抄
鋲
し
た
に
す
ぎ
ぬ
。

か
う
し
た
意
味
で
老
荘
の
原
理
を
盧
無
説
ぐ」言
ふ
け
れ
さ
も
後
の
儒
家
等
が
批
評
し
た
や
う
な
極
端
な
室
理
幻
想
で
な
い
事
は
老
子
が

三
十
軸
。
共
二
一
鍛
一。
當
二其
無
一。
有
二車
之
用
一Q
挺
ノ埴
以
爲
〆
器
。
當
二其
無
一。
有
ご器
之
用
一。
盤
二戸
鵬
一以
爲
〆室
、
當
二其
無
一Q
有
二

墜
之
用
一。
(老
子
第
十

一
章
)

師
ち
車
輪
は

室
洞
あ
る
が
爲
に
韓
動
し
、
器
皿
は
塞
凹
あ
る
が
爲
に
物
を
盛
る
。
戸
篇
は
室
虚
あ
る
が

爲
に
出
入
起
居
す
る
こ
ε
が
出
來

る
。
是
が
室
無
の
功
用
で
あ
る
ミ
云
つ
て
極
め
て
卑
近
に
不
可
見
不
可
識
の
道
用
を
比
喩
し
て
ゐ
る
に
因
つ
て
も
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
無
即

ち
先
天
の
「
道
」
は
「
猫
立
し
て
改
め
す
周
行
し
て
殆
か
ら
す
」
ぐ」言
つ
た
や
う
に
、

一
切
萬
有
を
離
れ
て
超
越
濁
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
凡
て

　

　

の
中
に
倶
に
存
し
、
活
動
の
原
理
ε
し
て
現
象
の
中
に
内
在
偏
満
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
蕪
子
の
大
宗
師
篇
に
は
此
の
内
在
的
な
道
を
櫻
寧

ミ
言
ふ
語
で
形
容
し
、
齊
物
論
に
在

つ
て
は
、
道
は
凡
て
を

唱
貫
し
て
卒
等

唱
如
に
存
在
す
る
こ
ε
を
認
め
て
ゐ
る
。
帥
ち
達
(撞
鐘
の
槌
)も

櫓
(屋
柱
)
も
属
患
者
の
醜
も
西
施
の
美
も
、
道
は
通
じ
て

一
様
李
等
で
あ
る
ε
同
時
に
、
道
は
蝶
蟻
に
も
瓦
髪
に
も
尿
溺
に
も
偏
花
し
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
。

東
郭
子
問
二於
荘
子
一日
。
所
〆謂
道
悪
乎
在
。
蕪
子
日
。
無
〆所
〆不
γ
在
。
東
郭
子
日
。期
而
後
可
。
荘
子
日
。
在
二蝶
蟻
齢。
日
。何
其
下
邪
。

日
。
在
亀
梯
稗
㌔

日
。
何
其
愈

ヒ
下
邪
。
日
。
在
二瓦
髪
㌔

日
。
何
其
愈
甚
邪
。
日
。
在
二尿
溺
M。
(蕪
子
、
知
北
遊
)

S

は
此
の
意
を
語
つ
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。
然
ら
ば
郎
ち
道
は

一
面
寂
然
不
動
静
止
不
可
見
の
艦
で
あ
る
ε
同
時
に
間
断
な
き
動
用
の
相
を
示

し

て
吾
人
の
直
観
の
封
象
ミ
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
見
來
れ
ば
「
天
地

一
指
也
。
萬
物

一
馬
也
」(荘
子
齊
物
論
)
ぐ」言
ふ
こ
ε
も
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出
來
れ
ば

天
地
與
ソ
我
並
生
。
而
萬
物
與
ノ我
爲
ノ
一
。
(
齊
物
論
)

電
も
言
ひ
得
る
の
で
所
謂
萬
物

一
髄
論
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
哲
學
観
は
所
謂
現
象
郎
實
在
論
ざ
も

一
元
的
汎
神
論
ε
も
名
つ
く
ぺ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
,
此
種
の
思
想
は
支
那
に
於
け
る

老
蕪
學
派
の
主
張
に
於
て
見
出
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
古
く
は
印
度
ウ
バ
ニ
シ
ヤ
ツ
ド
の
哲
學
師
ち
ア
ー
ト
マ
ン
の
思
想
、
乃
至
は
佛
教
特
に

大
乗
経
典
に
読
か
る
・
も
の
ε
軌
を

一
に
す
る
所
が
あ
る
ぐ」思
ふ
。

二

上
述
の
様
な
本
膿
論
の
立
場
か
ら
當
然
に
抽
出
さ
れ
る
老
荘
の
人
生
観
は
如
何
ぐ」言
ふ
に
、
萬
有
の
襲
生
ε
存
在

ミ
が
「
道
」
な
る
自
然
の
造

化
力
に
在
り
ミ
せ
ば
、
物
の
生
滅
も
攣
化
も
存
亡
も
無
限
の
過
去
か
ら
永
劫
の
未
來
に
流
れ
る
大
自
然
の
中
に
起
る
夢
幻
的
な
、
泡
沫
的
な

一

時
の
現
象
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
て
生
も
死
も
萬
物
流
韓
の

一
面
の
相
で
あ
る
。
人
が
死
を
恐
れ
る
ε
言
ふ
こ
ミ
は
現
在
§
言
ふ
假
装
の
時
間

に
捕
は
れ
た
迷
で
あ
つ
て
、
死
は
寧
ろ
此
の
夢
か
ら
畳
め
る
こ
ε
で
あ
る
。
死
は
反
つ
て
樂
し
む
べ
き
も
の
ε
言
つ
て
よ
い
程
で
あ
る
。
然
し

實
際
に
は
、
生
も
死
も
な
い
の
で
、
そ
の
爾
者
を
忘
れ
て
死
生

硝
如
た
る
こ
亡
が
眞
相
な
の
で
あ
る
。
小
な
る
自
我
の
執
着
か
ら
解
放
さ
れ
て

常
に
目
を
宇
宙
の
實
相
に
濃
ぎ
、
大
自
然
の
流
れ
に
順
慮
し
て
其
の
大
道
ε

一
磯
ε
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
荘
子
は
之
を
天
遊
ぐ」呼
び
造
遙
遊
ε

名
づ
け
て
其
の
愉
幌
を
誇
張
し
て
ゐ
る
。
叉
か
く
の
如
き
解
脱
の
境
を
旺
子
は
無
何
有
郷
或
は
廣
漠
之
野
ε
呼
び
、
此
の
境
涯
に
住
し
得
た
人

を
至
人
、
紳
人
或
は
聖
人
ε
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
即
ち

至
人
紳
突
。
大
澤
焚
而
不
ノ能
ノ熱
。
河
漢
涯
而
不
γ能
ド寒
。
淡
雷
破
γ山
。
風
雨
振
γ
海
。
而
不
ノ能
レ驚
(齊
物
論
)
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ぐ
」言
ひ

之
人
也
。
物
莫
二之
傷

。
大
浸
稽
ゾ
天
。
而
不
ノ溺
。
大
早
金
石
流
。
土
山
焦
。
而
不
γ熱
。
(
造
蓬
遊
)

ミ
な
す
も
の
は
道
を
髄
験
し
て
、
如
何
な
る
外
物
に
も
煩
は
さ
れ
な
い
歌
態
を
言
つ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
畢
寛
、
「
至
人
無
レ
己
、
紳
人
無

ソ功
、
聖
人
無
〆名
」
を
以
て
ゴ
あ
る
。

こ
、
に
無
己
、
無
功
、
無
功
、
無
名
ミ
い
ふ
は
つ
ま
り
無
我
虚
心
ミ
い
ふ
こ
ミ
で
本
艦
た
る
「
道
」の
態
度
で
あ
る
。
故
に
無
窮
ミ

一
艦
,こ
な

　

　

り
絶
封
の
自
由
を
得
る
課
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
無
我
の
態
度
に
入
る
に
は
如
何
に
す
べ
き
か
ε
云
ふ
に
、
老
蕪
に
在
つ
て
は
先
づ
去
智
を
敏

へ
る
の
で
あ
る
。
老
子
に
「絶
〆學
無
γ憂
」(第
二
十
章
)
叉
「絶
ン聖
棄
レ智
」
(第
十
九
章
)
ε
い
ひ
叉
大
道
慶
有
二仁
義
M。
智
慧
出
有
二
大
傭
"。(
第

十
八
章
)
ε
い
ふ
如
く
智
は
迷
妄
の
原
因
で
あ
り
、
物
論
に
累
は
さ
れ
、
偏
見
に
陪
る

一
路
で
あ
る
。
故
に
蕪
子
は

生
也
有
γ涯
。
而
智
也
無
〆涯
。
以
二
有
涯
一随
二無
涯
一殆
　
。
(養
生
主
)
ε
も
去
二小
智
一而
大
智
明
。
去
レ
善
而
自
善
突
。
(
外
物
篇
∀
こ
も
言
つ

て
ゐ
る
。
蓋
し
こ
・
に
所
謂
小
智
俗
智
は
差
別
的
依
存
的
な
る
も
の
で
眞
の
自
由
境
に
入
ら
ん
ε
す
る
も
の

・
障
碍

¶こ
な
る
も
の
で
あ
る
。
彼

の
荘
子
が
言
つ
た
様
に
大
鵬
の
翼
垂
天
の
雲
の
如
き
も
風
ε
い
ふ
他
物
に
依
る
時
は
眞
の
自
由
を
得
る
こ
ぐ」能
は
す
、
南
海
の
像
ε
北
海
の
忽

な
る
二
帝
が
渾
沌
氏
の
爲
に
七
籔
を
穿
つ
て
死
に
至
ら
し
め
た
ε
い
ふ
寓
話
の
如
き
も
、
(蕪
子
慮
帝
王
)俗
智
が
自
然
の
純
撲
を
破
壌
す
る
意

味
を
物
語

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
凡
て
吾
人
の
有
す
る
智
は
相
謝
的
に
物
を
見
る
こ
ε
か
ら
生
じ
、
大
小
、
長
短
、
善
悪
、
美
醜
の
關
係
を
物

其
者
に
在
り
ε
認
識
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
は
大
な
る
誤
り
で
あ
つ
て
物
ε
我
ε
を
相
封
的
に
並
べ
關
係
づ
け
て
得
た
も
の
は
眞
正
の
認
識
で

は
な
い
。
荘
子
は

忘
二乎
物
一。
忘
二乎
天
δ

其
名
爲
〆
忘
〆己
。
(荘
子
天
地
篇
)
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ミ
い
ひ
宋
の
陳
碧
盧
が
之
を
解
し
て

忘
〆物
則
同
〆物
。
忘
ノ天
則
同
ソ天
。
忌
ノ
己
則
不
γ
二
突
。
何
所
γ不
ノ入
哉
。
(南
華
眞
経
解
)

S
い
つ
た
や
う
に
、
凡
て
を
忘
れ
て
無
我
ε
な
る
こ
ε
は
其
物
ぐ」融
合
す
る
こ
ε
で
あ
り

一
艦
ぐ」な
る
こ
ミ
で
あ
る
。
主
罷
ε
客
髄
ε
の
限
界

を
撤
し
て
主
も
な
し
客
も
な
く
眞
實
の
も
の
に
入
り
込
む
所
に
其
の
眞
智
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
世
人
は
何
時
迄
も
不
純
な
智
恵
の
妄
執
を
脱
す
る
こ
ε
が
出
來
な
い
で
、
是
非
の
見
に
捕
は
れ
岡
心
息
む
の
暇
が
な
い
の
で
あ
る
。

故
に
蕪
子
は
齊
物
論
に
於
て
此
の
蒙
を
啓
か
ん
こ
ε
に
カ
め
、
成
心
師
ち
絶
封
智
或
は
般
若
ε
言
ひ
得
る
か
も
知
れ

ぬ
ー
1
を
以
て
物
ε
冥
合

　

　

す
れ
ば
立
極
に
會
し
福
要
に
居
る
こ
ミ
が
出
來
る
。
荘
子
は
之
を
道
福
く」言
つ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
智
見
が
解
脱
悟
入
の
障
碍
で
あ
る
ε
す
る
こ
ε
は
、
佛
教
に
於
て
も
常
に
説
か
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
殊
に
暉
家
の
祀
師
に
至

つ
て
は
、

見
ご租
佛
言
教
一。
如
二生
冤
家
一。
始
有
二参
學
方
一。
若
道
不
レ
得
。
師
被
ご
組
佛
嚥
一

(
費
藏
集
、
新
豊
和
倫
ノ
語
)

神
光
不
昧
。
萬
古
徽
猷
。
入
ご此
門
一來
。
莫
ソ存
二知
解
㌔

(準
田
普
岸
灘
師
ノ
語
)

S
て
絶
學
去
智
を
大
叫
す
る
や
う
で
あ
る
。

無
我
た
ら
ん
ε
す
る
爲
に
は
如
上
の
去
智
に
止
ら
す
、
忘
情
維
欲
す
る
を
要
す
る
。
老
子
は

吾
所
二
以
大
患
一者
。
爲
二
吾
有
ラ身
。
及
二吾
無
シ身
。
吾
有
二何
患
一。
(老
子
第
十
三
章
)

五
色
令
二人
目
盲
一。
五
昔
令
二人
耳
聾
一。
五
味
令
二人
口
爽
一。
馳
駝
田
獄
令
二人
心
獲
㍗狂
。
難
ン
得
之
貨
。
令
二人
行
ウ妨
。(老
子
第
十
二
章
)

ざ
て
諸
種
の
欲
情
が
自
然
を
賊
害
し
静
虚
を
破
滅
す
る
こ
ミ
を
構
し
、
荘
子
も
同
じ
く
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有
二人
之
形
一。
無
二人
之
情
一。
(徳
充
府
)

吾
所
謂
無
γ情
者
。
不
下
以
二好
悪
一傷
中其
身
上。
常
因
二自
然
一而
不
γ盒
γ生
也
。
(徳
充
府
)

ぐ」
い
ひ
、
或
は

富
貴
顯
嚴
名
利
。
六
者
動
γ志
也
。
容
動
色
理
氣
意
。
六
者
纒
γ心
也
。
悪
欲
喜
怒
哀
樂
。
六
者
累
徳
也
。
去
就
取
與
智
能
。六
者
塞
γ道
也
。

此
四
六
者
。
不
レ盈
一胸

中
一則
正
。
正
則
静
。
静
則
明
。
明
則
盧
。
盧
則
無
γ爲
而
無
〆不
ン爲
也
。
(桑
庚
楚
篇
)

ミ
述
べ
て
、

一
切
の
人
欲
を
否
定
し
「善
二吾
生
一者
。
乃
所
二以
笠
呈
口死
一也
(太
宗
師
)」
ε
言
つ
て
ゐ
る
。

煩
悩
を
断
滅
し
欲
情
を
潰
除
す
る
の
数
理
は
佛
陀
の
教
ゆ
る
所
、
詳
悉
至
れ
る
も
の
あ
り
。
暉
家
の
工
夫
、
固
よ
り
此
域
を
出
で
す
、
や
が
て

是
蕪
子
の

猫
與
二天
地
精
紳
一往
來
。
而
不
レ傲
二幌
於
萬
物
一。
不
γ講
ご是
非
一。
以
與
二
世
俗
一塵
。
(
天
下
篇
)

の
も
の
S
な
り
和
光
同
塵
(老
子
第
四
章
)
以
て
道
中
に
道
を
艦
得
す
る
所
以
で
あ
る
。

三

以
上
の
如
く
老
蕪
に
在
つ
て
は
、
「
道
」
な
る
本
罷
に
冥
合
し
之
を
把
握
す
る
爲
に
は
「
道
」の
精
神
た
る
、
無
爲
に
し
て
爲
さ
穿
る
な
く
、
無
欲

に
し
て
功
に
誇
ら
ざ
る
態
度
を
其
儘
に
吾
人
の
生
活
に
實
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ミ
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
老
子
は
之
を
嬰
児
に
か
り
、
柔
の

徳
を
貴
ぶ
こ
ミ
を
以
て
到
る
べ
き
も
の
ミ
な
し

、

專
γ氣
致
レ
柔
。
能
嬰
兄
乎
。
(老
子
第
十
章
)

含
徳
之
厚
。
比
二於
赤
子
一。
(老
子
第
五
十
五
章
)
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復
二蹄
於
嬰
兜
一。
(
老
子
第
二
十
八
章
)

ミ
云
つ
て
ゐ
る
。
か
く
嬰
児
に
復
蹄
す
る
こ
ぐ」
は
失
は
れ
た
る
自
己
を
再
現
す
る
こ
ε
で
あ
り
、
捕
は
れ
た
る
名
利

の
欲
を
離
れ
て
天
眞
を
守

る
こ
ε
で
あ
る
。
名
利
は
我
に
即
し
て
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
物
我
の
封
立
を
棄
却
し
來
れ
ば
功
も
な
く
名
も
な
き
無
我
が
得
ら
れ
る
。
之
が

聖
人
で
あ
り
神
人
で
あ
る
。
功
を
功
ε
す
る
間
は
未
だ
道
を
得
た
も
の
ー、)は
云
は
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
意
は
蓬
磨

大
師
ε
梁
の
武
帝
ぐ」
の
問

答
に
於
て

帝
日
。
如
何
是
眞
功
徳
。
答
口
。
浮
智
圓
盟
自
塞
寂
。
如
〆是
功
徳
。
不
一以
/世
求
一。
(傳
燈
録
)

ミ
い
へ
る
も
の
置
契
合
す
る
が
如
く
、
我
が
愚
堂
國
師
の
假
名
法
語
に

た
ε
へ
ば
火
は
も
の
を
こ
が
す
、
水
は
も
の
を
う
る
ほ
す
、
火
は
物
を
こ
が
す
も
、
其
火
は
知
ら
す
、
水
は
物
を
う
る
ほ
す
も
、
其
水
は
知

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら
す
、
佛
は
じ
ひ
し
て
じ
ひ
を
知
ら
す
。
(灘
門
法
語
集
)

ε
い
ふ
の
噛こ
全
く
等
し
い
の
で
あ
ら
う
。

蕪
子
は
更
に
此
間
の
消
息
を
叙
し
て

　

　

古

之

人
其

智

有

γ
所

〆
至
突

。

悪

乎
至

。

有
下
以

爲

ド
未

二
始

有
ワ
物

者
上
。

至
突

。
審

突

。

不

γ
可

二
以

加

一夷

。

其

次

以

爲
三
有

γ
物

突

.
而

未

二
始

　

有
ラ
封

(
謝

の

誤
)
也

。
其
.次

似
爲
四
有
γ
封

焉

。
而

未

三
始

有
二
是

非

一
也
。

(
齊

物
論

)

ぐ」
云
ひ

、
郭

象

は
之

を

註

し

て
曰

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

知

三
夫

未

二
始

有

ワ
物

者
。

此

忘

二
天
地

一遺

二
萬

物

一。

外
不

〆
察

ソ
乎
宇

宙

一。

内
不

〆
豊

三
其

一
身

一。

故
籏

然

無

ノ
累
。

與

〆
物

倶

往
而

無

γ
所

ド
不

γ
磨
也

。

未

二
始

有

ワ封

者

。

難

ソ
未
三
能

忘

二彼

此

一。

猶
能

忘
二
彼

此

之

是
非

一
也
。
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ε
、
こ
れ
に
よ
つ
て
之
を
見
れ
ば
、
西
田
博
士
が
「善
の
研
究
」
中
に
論
述
せ
ら
れ
た
如
く
、「
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
眞
理
は
常
に
我
々
の
主
観
的

自
己
を
没
し
客
観
的
ε
な
る
こ
ε
に
依
つ
て
得
ら
れ
る
。
之
を
要
す
る
に
吾
々
の
智
識
が
深
違
ε
な
る
ε
言
ふ
の
は
客
観
的
自
然
に
合
す
る
の

意

で
あ
る
。
水
を
動
す
の
は
水
の
性
に
從
ふ
の
で
あ
る
。
人
を
支
配
す
る
の
は
人
の
性
に
從
ふ
の
で
あ
る
。
我
々
の
意
志
が
客
観
的
ε
な
る
だ

け
有
力
ミ
な
る
。
我
な
き
も
の
帥
ち
自
我
を
滅
す
る
の
は
最
も
偉
大
な
る
も
の
で
あ
る
」
ミ
言
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
則
ち
彼
の
即
子
が

漁
樵
問
答
に
、

　

　

　

　

　

　

　

聖

人
之

所

三
以

能

一
二
萬

物

之

情

一者

。

謂

二
其

聖

人
之

能

反
観

一也

。

所
三
以

謂

二之

反
観

一者
。

不

二
以

ノ
我
観

シ
物
也
。

不

二
以

〆
我
観

シ
物
者

。

以

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

　

　

　

め

　

あ

ン物
観
之
謂
也
。
既
能
以
ノ物
観
γ
物
叉
安
有
二我
干
其
間
一哉
。

さ
云
へ
る
は
面
白
い
・こ
思
ふ
ε
同
時
に
荘
子
が
「
物
を
物
ε
す
る
者
は
物
に
物
-こ
せ
ら
れ
す
」
ε
い
ひ
荷
子
が
「
道
に
精
し
き
者
は
物
を
物
ぐ」
す
L

S
言
ふ
の
ーヒ
合
し
て
ゐ
る
ε
思
ふ
。
こ
れ
を
榜
嚴
経
に

　

　

　

　

性

心
失

ノ
眞

。

認

ン
物

爲

γ
己
。

輪

二
廻
是

中

一。

自
取

二
流

韓

一。

言

い
ひ
、

唐

の
石

頭
和
爾

が

同

じ
く

樹
嚴

の

　

　

　

　

一
切
衆

生

。
從
ど
無

始

一來

。
迷

ノ
己
爲

ノ
物
。

失

二
於

本

心

一。

爲

/
物

所

γ
韓
。

故

於

二
是

中

一。

観

ノ
大
観

γ
小
。

若
能

韓

γ
物
。

則

同

二
如
來

一
。
身

心
圓

明

S

い

ふ
語

に
徹

し
、

諮
然

大

悟

し

て

聖

人
靡

/
已
。

魔

/
所

レ
不

〆
己
。

法

身
無

相

。
誰

云
二
自

他

一。

圓

鑑
虚

二
照

於
其

間

一。

萬

象
禮

玄

而

自
現

。

ε

い

へ
る
、

碧

巖

四

十
六

則
に

あ

る
鏡

清

輝
師

の
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衆
生
顛
倒
。
迷
〆已
蓬
レ物
。

な
さ
云
ふ
意
味
ε
封
照
し
來
れ
ば
、
そ
こ
に

噌
脈
通
す
る
所
の
も
の
が
あ
る
襟
に
思
は
れ
る
。

漢
嚴
違
の
僑
道
徳
指
蹄
論
に
記
す
る

蕪
子
日
。
我
之
所
以
爲
我
者
。
堂
我
也
哉
。

我
爲
身
者
。
非
身
。
所
之
爲
身
者
。

以
我
存
也
。
而
我
之
所
以
爲
我
者
。

以
有
紳
也
。

紳
之

所
以
留
我
者
。
道
使
然
也
、
託
道
之
術
。
留
神
之
方
。
清
浮
爲
本
。
虚
無
爲
常
。
非
心
意
之
所
能
致
。
非
思
慮
之
所
能
然
也
。
(聖
人
無
常
心

論
)

ε
言
ふ
も
老
荘
の
無
我
論
の
精
神
を
開
關
す
る
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

四

然
ら
ば
無
爲
無
欲
に
住
し
て
無
我
さ
な
り
塵
静
の
境
に
到
ら
ん
に
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
す
る
か
、
之
に
關
す
る
記
述
は
老
子
に
は
少
し

　

　

も
な
い
。
け
れ
さ
も
蕪
子
中
に
は
甚
だ
簡
輩
で
は
あ
る
が
、
所
謂
養
棘
の
術
ε
し
℃

一
心
齊
三

一坐
忘
ぐ」の
二
事
が
載

せ
て
あ
る
。
荘
子
の
人

〆
■＼

〆
叉

間

世
に

一
ノ志
。
無
二聴
〆之
以
シ耳
。
而
聴
γ之
以
ゾ
心
。
無
二聴
7之
以
シ心
。
而
嘉
γ之
以
γ氣
.
耳
止
二於
聴
一。
心
止
一一於
符
一。
氣
也
者
。
虚
而
待
ノ
物

者
也
。
惟
道
集
γ虚
。
虚
者
心
齊
也
。

ミ

云
ふ
の
が

一
で
あ
る
。
帥
ち
肉
罷
的
、
感
官
的
知
箆
を
捨
て
、
心
眼
を
澄
ま
す
こ
ミ
に
よ
つ
て
純

一
無
雑
の
境
に
入
る
こ
「こ
を
説
い
た
や
う

で
あ
る
。
こ

、
に
心
は
符
に
止
る
ε
云
つ
た
の
は
、
吾
人
の
心
は
肉
髄
を
支
配
す
る
に
留
ま
る
か
ら
、
虚
に
し
て
物
を
待

つ
所
の
氣
師
ち
宇
宙

に
偏
満
す
る
験
的
の
も
の
を
以
て
せ
よ
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
氣
は
道
ε
本
質
に
於
て
等
し
き
も
の
で
あ
り
、
萬
有
を

一
貫
す
る
力
で
あ
る
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ε
思
は
れ
る
。
叉
太
宗
師
篇
に
は
孔
子
-こ
顔
回
ε
の
問
答
に
託
し
て
坐
忘
を
説
い
て
ゐ
る

顔
回
日
。
回
盆
突
。
仲
尼
日
。
何
謂
也
。
日
。
回
忘
二仁
義
一突
。
日
。
可
突
。
猶
未
也
。
官
日
復
見
日
。
回
盆
突
。
日
。
何
謂
也
。
日
。
回

た

　

も

も

忘

二
禮

樂

一突
。

日
。

可
突

。

猫

未
也

。
宕

月
復

見

日
。

回

盆
突

。

日
。

何

謂

也
。

日
。

回

坐

忘
突

。

仲

尼
蹴

然

日
。

何

謂

二
坐

忘

㌔
顔

回

日
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゐ

　

　

堕
二肢
禮

一。
鶏
二聰
明
一。
離
ノ形
去
γ知
。
同
ご於
大
道
一。
此
謂

一坐
忘
一。
仲
尼
日
。
同
則
無
レ
好
也
。
化
則
無
γ常
。
而
果
其
賢
乎
。
丘
也
請

從
二而
後
一也
。

こ
れ
即
ち
煩
環
な
る
肚
會
關
係
の

一
切
を
離
れ
る
の
み
な
ら
す
、
自
己
の
形
艦
を
も
棄
て
去
つ
て
無

一
物
ε
な
つ
た

コ
ン
テ
ン
プ

レ
イ
シ
ヨ
ン

の
境
地
の
如
く
思
は
れ
る
Q

所
謂
心
理
學
上
の
注
意
の
憂
態
的
形
で
、
輝
家
で
心
意
識
を
殺
す
S
云
ふ
如
く
、
意
識
ε
な
つ
て
現
は
る
、
凡
て
を
滅
殺
し
て
忽
然
ε
し
て
無

差
別
地
に
入
る
こ
ε
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
ぐ」思
ふ
。
然
ら
ば
我
白
隠
輝
師
が
「
遽
羅
天
釜
」の
中
に
、

若
し
人
、
大
疑
現
前
す
る
時
、
只
四
面
塞
蕩

々
地
、
虚
諮
々
地
に
し
て
、
生
に
あ
ら
す
、
死
に
あ
ら
す
、
萬
里
の
層
氷
裏
に
あ
る
が
如
く
、

瑠
璃
瓶
裏
に

坐
す
る
に
よ
つ
て
、
分
外
に
清
涼
に
、
分
外
に
咬
潔
な
り
。
痩
々
呆
々
坐
し
て
起
つ
こ
ε
を
忘
れ
、
起
つ
て
坐
す
る
こ
ミ
を

忘
る
。
胸
中

唱
黙
の
情
な
く
し
て
、
た
§
一
箇
の
無
字
の
み
あ
り
、
恰
も
長
塞
に
立
つ
が
如
し
。

ぐ」言
ふ
に
當
る
か
も
知
れ
な
い
。
師
ち
ス
ペ
ン
サ
ー
の
言
つ
た
や
う
に
、「
人
は
意
識
が
存
綾
す
る
間
は
主
観
客
観
の
封
立
を
超
越
す
る
こ
ε
は

不
可
能
で
、
其
の
封
立
の
行
は
れ
る
間
は
眞
の
實
在
は
知
ら
れ
な
い
(固
曇

団
膏
。営
ρ

O
プ
磐
鳩
ぎ
)
ε
言
ふ
の
を
實
際
経
験
に
表
し
た
の
が
こ

の
.坐
忘
で
あ
る
。

齊
物
論
の
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南
郭
子
碁
隠
〆几
而
坐
。
仰
ノ天
而
嘘
。
塔
焉
似
ゾ喪
二其
偶
一。

ぐ
」
い
ひ

今
者
吾
喪
γ我
。
汝
知
〆之
乎
。
汝
聞
二人
籟
一。
而
未
γ聞
二地
籟
一。
聞
ご地
籟
一。
而
未
〆聞
二天
籟
一夫
。

ε
あ
る
。
喪
我
ε
云
ふ
の
も
亦
坐
忘
ε
全
く
同
じ
境
涯
に
違
ひ
な
い
。
之
を
宋
の
林
希
逸
は
、
傳
燈
録
に
見
ゆ
る
洞
山
、こ
雲
巖
二
祀
の
間
話
に

於
て
、

「
渠
今
是
れ
我
に
あ
ら
す
、
我
今
正
に
是
れ
渠
」§
言
ふ
の
輝
機
に
合
す
ε
見
て
ゐ
る
。
蓋
し
吾
人
を
以
て
す
れ
ば
、
荘
子
の
所
謂
坐
馳

(欲

心
動
い
て
威
儀
を
正
す
も
落
ち
つ
き
な
き
献
)
を
去
つ
て
我
を
忘
れ
我
を
喪
ふ
の
領
域
が
、
直
ち
に
租
師
輝
悟
入
の
面
目
で
あ
る
ε
は
俄
に
断

じ
難
い
S
思
ふ
。
吾
人
は
寧
ろ
之
を
達
磨
以
前
の
小
乗
暉
即
ち
輝
撒
の
そ
れ
の
如
き
も
の
で
は
無
か
つ
た
で
あ
ら
う
か
ε
考

へ
る
。
何
ε
な
れ

す

　

　

　

ば
、
老
蕪
思
想
の
攣
形
で

一
種
の
宗
教
霊
な
り
漢
魏
以
後
に
盛
行
し
た
道
教
の
養
精
叉
は
胎
息
或
は
按
摩
導
引
の
法
に
於
て
行
は
る
Σ
所
は
、

丁
度
暉
の
敷
息
観
の
法
に
相
似
た
も
の
で
、
そ
は
老
荘

一
派
の
修
道
の
逡
風
を
傳

へ
た
も
の
で
あ
ら
う
ε
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
試
み
に

道
教
の
経
典
を
見
ん
に
、
魏
伯
陽
は
其
著
参
同
契
の
中
に
内
丹
読
帥
ち
胎
息
を
ε
き
、
胞
朴
子
(雑
慮
篇
)
や
黄
庭
内
景
経
な
さ
に
は
、
五
臓
六

肪
の
氣
を
蓄

へ
精
を
積
め
ば
元
陽
結
ん
で
聖
胎
を
成
す
ε
云
ひ
、
其
心
紳
統

一
を
計
る
所
の

一
端
を
示
せ
ば
、
夜
牟
の
後
、
静
室
に
寝
ね
て
、

右
脇
を
地
に
着
け
、
爾
足
を
少
し
く
縮
め
、
頭
を
南
向
し
て
東
面
し
、爾
手
を
握
り
し
め
て
、唾
液
を
嚥
み
込
む
こ
ミ
七
回
の
後
に
氣
を
は
く
、

か
く
の
如
く
し
て
内
氣
を
腹
中
に
充
満
せ
し
む
れ
ば
、
清
氣
胎
中
に
蓄

へ
ら
れ
、
濁
氣
は
手
足
毛
髪
よ
り
排
泄
さ
れ
る
ミ
言
ふ
風
に
記
さ
れ
て

あ

る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
行
に
れ
る
内
観
法
ば
錬
丹
の
術
建
共
に
道
教
で
に
不
老
長
壽
の
法
ε
し
て
貴
ば
れ
カ
の
で
あ
ろ
が
、
こ
の
道
敏
の
朧
な
時
代
に
輝
宗
が
渡
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む

來
し
六
が
爲
に
、
遣
教
で
用
ひ
ら
れ
索
氣
海
丹
田
の
説

宣
か
、
芥
子
忽
萬
頃
の
中
有
雛須
彌
山
一
(
梁
の
遣
士
陶
宏
景

の
虞
酷
に
老
子
の

「
忽
号
悦
分
の
其
中
有

象
」
た
解
程
し
大
語
)

ミ
云

つ
瘡
風
の
考

へ
が
後
世
迄
も
暉
門
に
利
用
さ
れ
距
の
で
あ
ら
う
。

そ

れ

か
く

の
如

し
亡

難
も

、
蕪

子
の

所
謂

理

想

的

境
界

に

至

つ
て
は
、

繹

家

の
門

風

ε
殆

ん

さ
差

異

な

き
が

如

く

に
見

え

る
。

蕪

子
が

太
宗
師

篇

に古

之

眞

人
Q

其

腹
不

ノ
夢
。

其

豊

無

〆
憂
。

其

食

不

ノ
廿
。

其

息
深

深

。

ε
云

ふ
、

猫

未

だ
し

、こ
い

へ
,こ
も

、

天
蓮

篇

に

.
参

日
而

後

能

外

二
天
下

一。

已
外

二
天

下

一実

。

吾
又

守

〆
之

七

日
。
而

後
能

外

ノ
物
。

已

外

ゾ
物

突

。

吾

叉
守

γ
之

九

日
。

而

後
能

外

〆
生
。

巳

外

　

　

ぬ

も

も

　

　

あ

　

　

　

　

　

　

　

り

　

　

　

む

ノ
生
突
。
而
後
能
朝
徹
。
朝
徹
而
後
能
見
レ狐
。
見
〆狽
而
後
能
無
二古
今
"。
無
ご古
今
一而
後
能
入
二於
不
死
不
生
一
。

ε
い
ふ
を
見
れ
ば
假
令
之
が
荘
周
自
身
の
筆
に
な
ら
す
ε
言
ふ
も
、
是
そ
の
學
徒
間
に
師
風
を
傳

へ
た
も
の
で
、
之
を
南
泉
普
願
の

　

た

も

も

　

　

も

り

大
道
無
形
。
眞
理
無
鋤
。
等
室
不
動
。
非
生
死
流
。
三
界
不
囁
。
非
古
來
今
。
(景
徳
傳
燈
録
二
十
八
)

ε
い
ひ
、
馬
祀
門
下
の
佛
光
如
満
に
心
要
を
問
う
た
唐
の
自
樂
天
が

　

　

　

　

　

　

　

　

予
栖

二
心
聯

梵

一。

浪

二邉

老

荘

一。

因

疾
観

〆
身
。

果

有

二
所

得

一。

外
二
形

骸

一而

内

忘

二
憂
患

一。

先

ご
繹

観

一而

後
順

γ醤

治
。

ぐ
〕
言

へ
る

ε
封
比

し

、
或

は
夏

に

六
組

法

寳
壇

縄

に
悟

入
獲

信

の
秘

を
語

つ
て
、

大

通

日
。

汝

見
一一塵

室

一
否
。

封

日
。

見

。

彼

日
。

汝

見
二
虚
室

一。

有

一一相
貌

一否
。

鋼

日
。

虚

塞

無

ノ
形

。

有
ご
何

相

貌

一
。

彼

日
。

汝
之

本

性

猫

二
盧

室

一。

了
無

二
物
可

シ
見

。
是

名

二
正
見

一。

無

二
一
物

可
シ
知
。

是
名

二
眞
如

一。

無

ノ
有

二青

黄

長

短

一
。

但
見

二本

源

清

浄
蜷

腿

圓
明

一。

部

名

二
見
性

成

佛

一。

亦

名

二
如

來

知
見

一。
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ぐ」示
し
、
中
峰
和
筒
の

向
二
八
識
田
中
一。
瀧
カ

一
揮
。
如
γ斬
二
一
握
懸
一。

一
斬

凶
齊
斬
。
眼
之
所
ゾ見
既
断
Q

耳
之
所
ノ聞
亦
断
。
乃
至
鼻
舌
身
意
。
香
味
鰯
法
同

時
倶
断
。
過
去
事
已
断
。
現
在
事
今
断
。
未
來
事
當
断
。
編
捜
二胃
中
一無
二断
者
一。
和
二箇
断
所
一亦
断
。

断
者

既
断
。

断
亦
不
μ立
。
断
既

不
レ立
。
則
蓋
二法
界
一皆
是
身
心
。
於
二身
心
申
一無
二能
断
一。
能
所
無
。

則
見
二聞
壁
一。
無
二地
可
ウ
寄
。

到
二遥
裏
一則
是
從
上
諸
佛
菩
薩
、

善
智
識
放
身
捨
命
虚
。
亦
是
大
休
歓
。
大
解
脱
。
大
安
樂
之
地
。
亦
是
不
レ離
二世
間
舗。
而
成
ご就
出
世
間
之
三
昧

一。
(大
藏
経
三
十

一
套
、

天
目
中
峰
和
術
語
録
)

て
ふ
婆
心
に
比
せ
ん
か
、
蓋
し
思
ひ
牟
ば
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
。

五

今
吾
人
は
老
蕪
の
悟
境
を
説
い
て
輝
観
の

一
面
に
筆
を
蓮
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
更
に
翻
つ
て
東
土
に
於
け
る
輝
の
由
來
を

一
瞥
し
て
見
た
い

S
思
ふ
。
傳
ふ
る
所
に
ょ
れ
ば
、
繹
宗
は
梁
武
の
世
、
達
磨
大
師
の
渡
來
に
よ
つ
て
、
始
め
て
宗
旨
が
支
那
に
傳
は

つ
た
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。

然
し
灘
の
思
想
或
は
灘
教
な
る
も
の
は
既
に
東
漢
の
末
に
移
植
せ
ら
れ
た
こ
ε
は
事
實
で
あ
る
。
彼
の
灘
経
ε
目
せ
ら
れ
る
所
の
安
般
守
意
経

以
下
撒
種
が
桓
帝
の
世
(西
紀

一
四
八
年
代
)
に
安
息
の
沙
門
安
世
高
に
よ
つ
て
謬
出
せ
ら
れ
た
こ
芝
や
、
之
ε
相
前
後
し
て
月
支
國
の
支
婁
迦

識
や
、
支
謙
、
康
居
の
康
曾
會
等
が
洛
陽
或
は
建
業
に
來

つ
て
、
同
じ
～
繹
教
に
關
す
る
経
典
を
翻
謬
し
、
新
思
想

の
啓
培
に
與
つ
た
事
に
ょ

つ
て
知
ら
れ
る
。
而
も
其
等
は
多
く
般
若
部
に
属
す
る
も
の
で
無
相
室
観
的
内
容
を
持

つ
た
爲
に
、
支
那
在
來
の
老
蕪
的
文
字
が
利
用
せ
ら
れ

た
事
は
固
よ
り
で
あ
る
。
魏
の
時
代
に
は
朱
子
行
が
道
行
般
若
経
を
講
設
し
叉
西
晋
に
は
竺
法
護
が
般
若
経
、
華
嚴
経
、
維
摩
経
の
如
き
大
乗

佛
典
の
鐸
述
に
成
功
し
、
つ
い
で
東
皿只
西
紀
三
七
〇
年
代
)
に
は
彌
天
道
安
が
般
若
経
を
講
説
し
そ
の
注
解
を
著
し
所
謂
本
無
我
の
内
観
を
読
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示
し
た
や
う
で
あ
る
。
梁
の
道
砧
の
撰
に
か

、
る
出
三
藏
記
集
巻
六
に
牧
め
ら
れ
た
道
安
の
安
般
経
の
序
を
見
る
ε
、

　

　

　

　

　

　

　

　

安
般
寄
γ息
以
成
レ守
。
四
灘
寓
ノ骸
以
成
γ定
也
。
寄
レ息
故
有
i
ハ
階
之
差
幽。
寓
γ骸
故
有
二四
級
之
別
一。

階
差
者
損

〆之
又
損
レ之
以
至
二無

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

爲
輔。
級
別
者
忘
レ之
又
忘
レ之
以
至
ご於
無
欲
一也
無
爲
故
無
二形
而
不
シ
因
。
無
欲
故
無
二事
而
不
シ
適
。

無
ご形
而
不
シ
因
故
開
〆物
。

無
二事
而

不
ツ
適
故
能
成
ノ務
.,
成
〆務
者
師
萬
有
而
自
〆彼
。
開
μ物
者
使
二天
下
兼
忘
シ我
也
。
彼
我
讐
礎
者
。
守
二干
唯
守
一也
。

ぐ
」言
つ
て
あ
る
。
是
れ
彼
の
老
荘
の
無
欲
を
設
い
て
泊
然
無
薯
の
境
を
禰
輌
す
る
も
の
に
近
く
、
論
義
或
は
絡
義
の
方
法
を
利
し
て
経
典
の
内

容
を
開
示
す
る
に
老
蕪
の
思
想
を
織
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
道
安
門
下
の
繹
道
立
に
至
つ
て
も
、
高
曾
傳
に
は

以
二蕪
老
三
立

一。
微
慮
一一佛
理
一。
頗
亦
薦
〆意
。

ε
述
べ
て
あ
る
如
く
、
又
道
安
の
學
を
受
け
て
、
更
に
實
践
的
な
色
彩
を
濃
厚
な
ら
し
め
た
慧
蓮
も

善
二老
荘
一。
労
通
二百
氏
一。
性
好
二佛
理
一。
乃
之
二盧
山
一。
(佛
組
統
記
巻
二
十
七
)

ε
云
は
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
皆
老
蕪
の
造
詣
深
く
、
之
を
基
調
ε
し
て
暉
槻
に
徹
し
、
或
は
老
荘
を
引
用
し
て
自
家
の
立
揚
を
謹
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
爪何
彼
等
に
先

つ
て
心
無
説
を
暴
示
し
た
温
法
師
や
郎
色
論
を
持
し
た
支
遁
の
胸
中
に
も
老
蕪
の
形
態
が
往
來
し
て
ゐ
る
か
の
や
う
で

あ

る
。

夏
に
銚
秦
弘
始
年
間
に
長
安
に
投
じ
た
竈
藪
國
の
鳩
摩
羅
什
の
如
き
は
坐
輝
三
昧
経
、
般
若
経
其
他
七
十
飴
部
の
経
論
を
繹
し
三
論
塞
宗
を

宣
揚
し
、
教
學
を
勃
興
す
る
に
偉
功
を
遣
し
た
人
で
あ
る
が
、
彼
亦
夙
に
老
荘
の
研
究
に
着
手
し
老
子
注
二
巻
を
著
し
た
程
で
あ
る
か
ら
佛
老

二
教
の
關
闊
は
極
め
て
自
由
に
暢
通
し
た
筈
で
あ
り
、
其
門
下
に
出
で
、
師
説
の
灘
観
を
高
調
し
て
頓
悟
暉
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
道
生
の
佛

性
論
、
或
は
同
門
の
僧
肇
の
浬
葉
無
名
論
乃
至
不
眞
室
論
、
物
不
遷
論
、
注
維
摩
経
の
如
き
は
、
大
い
に
後
起
の
組
師
繹
に
影
響
す
る
も
の
あ
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る
ぐ」同
時
に
、
老
蕪
の
思
想
に
負
ふ
も
の
が
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
高
櫓
傳
雀
六
を
見
る
、こ
、
櫓
肇
は

志
好
二立
微
一。
笹
荘
老
爲
二心
要
一。
嘗
讃
二老
子
道
徳
章
一。
乃
類
日
。
美
則
美
突
。
然
期
ソ棲
二紳
冥
之
方
一。
猫
未
〆鑑
γ善
。

S
い
ひ
後
に
維
摩
経
を
見
て
漱
喜
頂
受
し
、
之
を
翫
味
し
て
初
め
て
蹄
す
る
所
を
知

つ
た
ミ
書
い
て
あ
る
。
元
よ
り
彼
は
老
荘
の
研
究
に
浸
頭

し
た

一
人
で
、
老
子
の
肇
法
師
注
四
巻
な
る
も
の
が
存
在
し
た
事
す
ら
文
献
に
明
な
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
何
故
に
彼
肇
法
師
は
蕪
老
に
於
て
不

満
を
認
め
た
の
で
あ
ら
う
か
。
勿
論
老
蕪
の
虚
玄
は
俗
流
の
實
世
間
に
封
す
る
冥
妄
を
打
開
し
、
在
來
の
繁
讃
な
周
代
の
禮
樂
制
度
文
物
が
飴

り
に
自
由
な
る
べ
き
人
生
の
享
樂
を
傷
け
、
慮
生
の
挽
樂
か
ら
束
縛
す
る
の
弊
を
洞
察
し
て
、
謬
ら
れ
た
文
明
の
姪
梧
を
脱
し
、
執
は
れ
た
道

徳
の
軌
範
か
ら
放
た
れ
て
、
眞
の
人
生
の
自
由
境
に
錦
入
せ
ん
ε
す
る
を
目
的
ε
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
動
も
す
れ
ば
奇
狂
の
行
動
に
奔
り
、

或
は
安
償
な
清
極
的
立
命
に
背
す
る
の
風
が
あ
つ
た
。
加
之
、
其
の
本
艦
観
た
る
唯

蝋
原
理
の
「
道
」
は
極
め
て
漠
然
た
る
も
の
で
老
子
に
あ
つ

て
は
之
を
物
ミ
も
心
ε
も
認
識
せ
ら
れ
ぬ
理
氣
で
あ
つ
た
。
故
に
も
つ
ε
徹
底
的
に
「
道
」
の
意
味
な
り
橿
値
を
盤
し
得
ん
に
は
、
深
い
哲
學
的

根
底
ミ
解
脱
的
正
豊
を
教
ふ
る
佛
陀
の
慈
濟
に
倹
つ
て
、
明
に
唯
心
的
な
思
惟
に
入
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
故
に
檜
肇
は

夫
至
人
塞
洞
無
象
。
而
萬
物
無
ノ非
二我
造
一。
會
二萬
物
一以
成
者
、
其
唯
聖
人
乎
、
(浬
葉
無
名
論
)

ε
い
っ
て
、
楊
枷
経
乃
至
維
摩
、
華
嚴
等
の
大
乗
佛
教
の
所
説
の
如
く

一
元
的
唯
心
論
に
徹
す
る
を
標
示
し
た
の
で
あ
る
。

蓋
し
老
荘
の
所
謂
「道
」
な
る
本
艦
は
果
し
て
上
述
の
様
な
理
艘
ε
の
み
認
む
べ
き
も
の
で
唯
心
的
な
思
想
に
突
入
し

て
ゐ
な
い
の
で
あ

つ
た
で

あ
ら
う
か
。
吾
人
は
こ
・
に
、
彼
の
蕪
子
が
齊
物
論
に
言

へ
る
眞
宰
或
は
眞
君
の
意
義
を
探
求
す
る
必
要
が
あ
ら
う

ミ
思
ふ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

且
暮

得
三
此
其

所

二
由

以
生

一
乎
。

非

〆彼

無

〆
我

。
非

γ
我
無

γ
所

〆取

。

是

亦
近

突

。

而

莫
ノ
知
三
其

所

ご
爲
使

一。

若

ソ
有

二
眞

宰

"。

而

特

不
〆
得

二

　

　

其

膜

一。

可

γ
行

已
信

。
而

不

γ
見

・一其
形

一。

有

γ
情

而
無

ノ
形

。

百
骸

九

鐵

六
臓

嫉

而

存
焉

。

吾
誰

與

爲

〆
親

。

汝

皆
設

ノ
之

乎

。

其

有

〆
私
焉

。

猛



　

　

　

　

　

　

如
〆是
皆
有
〆爲
二臣
妾

一乎
。
其
臣
妾
不
ノ足
二以
相
治
一乎
。
其
遽
相
二爲
君
臣
一乎
。
其
有
二眞
君
一存
焉
。
云
々

之
に
よ
れ
ば
、
人
は
物
あ
つ
て
我
あ
り
、
我
あ
つ
て
喜
怒
哀
樂
生
す
芒
思
ひ
、
我
自
ら
之
を
爲
す
ぐ」
思
惟
す
る
の
で
あ
る
が
、
喜
怒
哀
樂
の

心
的
過
程
も
軍
に
我
の
み
の
所
産
で
は
な
く
、
我
を
激
す
る
宇
宙
の
主
宰
が
あ
つ
て
然
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
主
宰
帥
ち
こ
、
に
云
ふ
眞

　
　
　

宰
は
形
　
な
き
も
の
で
、
不
可
知
的
で
は
あ
る
が
萬
物
に
偏
在
し
終
始

一
如
た
る
に
於
て
信
で
あ
る
。
人
は
肉
燈
機
關
を
具

へ
て
ゐ
る
。
其
用

を
異
に
す
れ
共
心
を
以
て
主
、こ
す
る
。
こ
の
心
は
眞
君
で
吾
人
の
生
命
を
支
配
す

る

も
の

で
あ
る
ε
同
時
に
宇
宙
間
の
凡
て
を
貫
い
て
ゐ
る

「
道
」
、こ
本
質
に
於
て

一
な
る
も
の
で
あ
る
ミ
観
て
ゐ
る
様
で
あ
る
。
故
に
道
は
吾
人
の
身
…能
に
寓
し
て
性
命
の
源
泉
を
な
す
上
か
ら
見
れ
ば
眞

君
ご
も
或
は
眞
宰
ε
も
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
入
間
に
於
て
道
は
本
然
の
眞
性
其
者
で
あ
る
。
此
眞
性
を
中
心
に
し
て
推
究
す
れ
は
、
道
の
所

造
で
あ
り
、
顯
象
で
あ
る
萬
物
は
、
吾
心
ご
同
質

一
盟
た
る
べ
き
も
の
で
、
唯
心
所
造
ミ
思
惟
し
得
る
筈
で
あ
る
。
然
し
老
蕪
の
哲
學
に
於
て

は
未
だ
か
く
の
如
く
唯
心
的
に
明
確
な
断
定
を
與

へ
な
い
の
で
あ
つ
て
、
此
鮎
は
老
薙
の
老
薙
た
る
所
以
で
あ
る
か
¶こ
思
ふ
。

然
し
乍
ら
古
來
蕪
子
の
眞
宰
を
以
て
灘
家
の
主
入
公
、
道
家
の
元
紳
ミ
同
じ
く
見
る
説
が
あ
り
、
近
代
で
は
章
姻
麟
の
齊
物
論
繹
に
、

眞
宰
師
佛
法
中
阿
羅
耶
識
。
惟
有
一一意
根
一。
恒
審
二思
量
刈
執
二阿
羅
耶
識
一以
爲
二自
我
一。
而
意
識
分
二別
所
ラ不
レ
能
γ見
也
、
(章
氏
叢
書
)

ε
て
眞
宰
を
以
て
阿
羅
耶
識
な
り
ミ
断
定
せ
ん
ε
し
、
老
子
の
「
道

一に
就
て
も
現
に
東
南
大
學
の
陳
鐘
凡
氏
は
佛
陀
の
所
謂
不
生
不
滅
の
心
眞

如
で
あ
る
ε
い
ひ
、
彼
は
章
畑
麟
が
荘
子
の
齊
物
論
を
大
乗
佛
教
思
想
で
解
羅
し
た
ピ
同
様
に
、
老
子
の
全
思
想
を
大
乗
の
佛
典
を
引
謹
し
て

佛
説
ぐ)同
償
値
に
見
立
て
や
う
ミ
し
て
ゐ
る
、
(國
學
叢
刊
第
二
巻
第

一
期
老
子
學
詮
略
)

惟
ふ
に
か
く
の
如
き
解
繹
は
佛
教
渡
來
當
初
の
學
匠
が
老
蕪
思
想
を
以
て
佛
典
を
理
會
し

た

ミ

全

く
反
封
に
、
立
場
を
替

へ
た
意
見
で
何
れ

に
し
て
も
爾
者
共
通
の
精
神
を
是
認
し
て
進
む
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
直
ち
に
佛
老
の

U
致
を
断
定
す
る
迄
に
は
更
に
深
重
の
研
究
を
要
す
る
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課

で
あ

る
。
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六

さ

て
如

上

の
櫓

肇

は
其

の

室
論

に

謝

す

る
見

地

も
、

從
來

の

人

の
餓

り

言

は
な

か

つ
た

所

の
大

小

二
業

の
差

別

を
論

じ

、
究

寛

の

大

乗

の
義

に

進

む

べ
き
を

暗

示

し

て
ゐ

る
事

か

ら
見

れ
ば

、

老

蕪

の
室

理
玄

道

も
小
乗

的

に

見

る

べ
き

も
の

ε
し

た
の

で
あ

ら

う

ε
思

は

れ

る
。
然

し
彼

は
、
自

己

の
主

説

を

語

る
上

に
於

て
は

何
慮

ま

で
も
老

荘

の
筆

法

を

忘

れ
な

い
。

彼

が

寳
藏

論

に
、

室

可
〆
室

非

二
眞

室

一。

色

可

γ
色

非

二
眞

色

一。

眞

色

無

γ
形
。

眞

塞
無

μ名

。
無

名
名

之

父

。
無

色

色

之
母

。

爲

二萬

物
之

根
源

一。

作

二
天
下

之

太
租

一
。

ε
言

ふ
も
の

は
老

子
首

章

の

言
句

ε
同
形

で
あ

り
、

夫

天
地

之
内

、

宇
宙

之

間
。

中

有

一二

寳

凶。

秘

二
在

形

山

一。

識
レ
物
鰻

照

内

外

室
寂

。
寂

翼

難
7
見

。
其

號

二
立

々
凶

ざ

い
ひ

唯
道

無

γ
根

、
虚

堪

常

存
。

唯

道

無

〆
罷

、
微

妙
常

眞
。

唯
道

無

γ
事

。
古

今

常

貴

。
唯

道
無

〆
心
。

萬

物
圓

備

。

ε
設
き

て
、

菩

提

の
道

、

浬
漿

の

境

を
表

す
も

の

皆
老

子

一
流

の
道

の
概

念

を
流

用
し

て

ゐ

る
。

菩

提
之

道

。
不

〆
可
二
圖

度

一。
高

而

無

ノ
上
。
廣

不

ン
可

γ
極
。

淵

而
無

〆
下

。

深

不

γ
可

γ
測
。

大

包

二
天

地

一。

細

入

・一無

間

一。

故

謂

二之

道

一。

夫
浬

契
之

爲

〆
道

也
。

寂

蓼
塵

瞳

。

不

〆
可

下
以

二
形

名

一得

上
。
微

妙

無

相
。

不

〆
可

下
以

二
有

心

一知

上
。

然

則
言

〆
之

者

失

二其

眞

一。

知

〆
之
者

。

反

二其

愚

一。

有

ソ
之
者

。

乖

M乏

性

一
。

無

〆
之
者

。

傷

三
其
躯

一。

所

下
以
繹

迦
掩

ご
室

於
摩

端

】。

浮
名

吐
中
口
於
晩

耶

上
。



の
如
き
類
摩
す
る
に
逞
が
な
い
程
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
灘
子
や
荘
子
が
巧
み
に
矛
盾
の
法
則
に
よ
つ
て
、
否
定
を
否
定
す
る
こ
ぐ」
に
ょ

つ
て
、
維
封
を
表
現
せ
ん
ε
し
た
論
理
形
式
を
其
儘
に
移
し
來
つ
た
ε
同
時
に
牛
、
老
蕪
に
培
は
れ
た
思
想
が
流
れ
て
ゐ
る
か
の
如
く
に
見
ら

れ
る
。
尚
彼
が

浮
名
日
。
不
〆離
二煩
悩
一而
得
二浬
彙
一。
天
女
不
γ出
一一魔
界
一而
入
二佛
界
一。
然
則
玄
道
在
二於
妙
悟
一。
妙
悟
在
二於
即
眞
一。
師
眞
則
有
無
齊

観
。
齊
観
則
彼
己
莫
γ
二
。
所
下
以
天
地
與
ノ
我
同
根
。
萬
物
與
γ我

一
罷
よ

、こ
い
ひ
、
不
眞
塞
論
に
「
物
我
同
根
、
是
非

一
氣
」
ε
稔
す
る
は
己
に
述
べ
た
所
の
如
く
蕪
子
の
齊
物
論
中
の
語
を
韓
用
し
た
も
の
で
あ
り

爲
γ道
者
。
生
而
不
〆喜
。
死
而
不
レ憂
。
何
以
故
。
以
ノ生
爲
ノ浮
。
以
ノ死
爲
〆腿
。
以
〆生
爲
〆化
。
堪
〆死
爲
〆眞
。

ぐ
)言

へ
る
は
蕪
子
が
死
生
を

一
條
ぐ」観
じ
、
無
差
別
ε
述
べ
る
の
旨
に
該
當
す
べ
く
、
悟
道
の
聖
人
を
設
い
て

遠
二離
妄
想
一。
無
有
顛
倒
ひ
住
二眞
實
際
一。
名
日
二聖
人
一。

ミ
な
し
、
聖
人
は
眞

一
ε
名
つ
く
べ
く
、
法
性
、
法
身
、
眞
如
、
眞
際
、
虚
塞
、
佛
性
、
浬
葉
、
法
界
乃
至
本
際
如
來
藏
ε
い
ふ
が
如
き
無
量

の
名
字
は
是
眞

一
の
異
名
で
あ
る
ぐ」言

へ
る
は
老
蕪
に
於
て
、
道
を
形
容
し
て
眞
人
、
至
人
或
は
虚
、
抱

一
、
撲
、
玄
徳
、
谷
神
、の玄
牝
、
道

紀
、
太
上
等
の
異
名
を
暴
げ
た
類
で
、
後
の
繹
家
常
套
の
閑
家
具
に
供
せ
ら
る
Σ
所
以
ε
な
つ
た
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
佛
教
の
塞
理
が
説
か
れ
、
灘
観
が
行
は
れ
て
、
在
來
の
支
那
思
想
の
上
に

一
生
面
を
開
い
た
後
に
、
渡
來
し
て
壁
観
に
住
し
佛
心

の
宗
風
を
學
揚
し
た
達
磨
大
師
も
甥
伽
経
の
「
心
編
二
一
切
慮
一。

嚇
切
塵
皆
心
」。
(入
甥
伽
経
巻
九
)
な
る
思
想
の
腿
験
を
教

へ
、
叉
所
謂
二
入

西
行
説
を
開
宣
す
る
所
が
あ
つ
た
様
で
あ
る
が
、
今
景
徳
傳
燈
録
(巻
三
十
)
や
傳
法
正
宗
記
の
記
す
る
所
の
理
入
観
に
就
て
見
る
に
、

理
入
者
謂
下籍
レ教
悟
γ宗
。
深
信
上ノ含
二生
同

一
眞
性
一。
侃
爲
二客
塵
妄
想
一所
〆覆
。
不
ノ能
二顯
了
一。
若
捨
〆妄
蹄
〆眞
。

凝
二住
壁
観
一。
無
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レ自
無
〆他
。
凡
聖
等
〆
一
。
堅
住
不
〆移
。
夏
不
μ堕
二於
文
教
一。
此
郎
輿
ノ理
冥
符
。
無
有
分
別
。
寂
然
無
爲
。

鰯こ
語
つ
て
ゐ
る
。
夏
に
揚
彦
國
の
繹
意
に
照
せ
ば

不
滅
眞
相
。
廓
達
磨
所
得
之

一.心
也
。
明
難
塵
徹
。
亙
ン古
亘
〆今
。
究
も
其
本
源
一。
無
γ有
二間
雑
一。
妄
想
和
合
。
達
道
之
人
。豊
二彼
所
γ現

幻
塵
不
レ實
。
皆
山
二無
始
妄
想
所
シ薫
。
回
光
反
照
。
還
二於
眞
識
一。
如
二水
録
ジ吹
。
流
浪
自
停
。
如
二火
蹄
ラ塞
。

光
芒
頓
滅
。
便
可
二造
遙

自
花
一。
心
境
倶
忘
。
永
謝
二諸
塵
一。
端
然
實
相
。
蓋
爲
二薫
習
爾
ラ在
。
未
ド免
二纂
縁
一。
終
日
依
ノ他
。
不
ご
自
知
魯
ぴ
。
則
有
下
強
生
一一知
見
一

立
巾
自
本
心
上
…
…
…
眞
相
永
浮
。
是
道
也
。

ミ
い
つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
を
以
て
見
れ
ば
、
無
明
の
染
汚
の
自
我
を
滅
し
て
清
浮
の
本
性
を
實
に
獲
得
す
る
底
の
秘
密

は
或
る
程
度
迄
は
、
無
遠

一
派
の
修
す
る
も
の
に
類
し
、
或
は
老
蕪

一
派
の
修
爲
に
も
貫
通
す
る
所
が
な
い
ε
は
言

へ
ま
い
ε
思
ふ
。
無
論
達
磨
の
當
時
帥
ち
梁
武
帝
の

時
代
の
思
想
界
は
老
蕪
學
の
流
行
し
た
頃
で
、
武
帝
も
佛
道
に
入
る
以
前
に
於
て
は
老
蕪
の
教
へ
に
基
づ
け
る
滋
教
を
信
奉
し
、
老
蕪
の
墨
理

に
も
精
通
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
事
は
、
そ
の
「
捨
道
餅
佛
文
」
に
見
ゆ
る
文
字
で
知
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
階
書
経
籍
志
に
老
子
講
疏
の
著
述
あ

り
し
事
を
明
記
せ
る
に
て
も
知
ら
れ
る
。
然
る
に
梁
の
武
帝
が
老
蕪
を
捨
て
道
教
を
去
つ
て
佛
に
館
依
し
輝
家
の
安

心
を
求
め
た
事
は
、
當
時

既
に
老
蕪
は
學
的
思
想
、こ
し
て
の
生
命
を
維
持
す
る
に
留
り
、
…熾
烈
な
新
興
の
宗
敏
の
前
に
は
岡
雨
た
る
影
に
過
ぎ
な
か
つ
た
か
も
し
れ
ぬ
。

け
れ
㌧こ
も
、
在
來
の
老
蕪
の
思
想
中
に
は
恰
も
暉
味
を
髪
髭
さ
す
所
以
の
も
の
を
包
藏
し
此
が
魏
晋
南
北
朝
を
通
じ
て
當
時
の
智
識
階
級
に
喜

ば
れ
た
瓢
か
ら
考

へ
て
、
新
興
の
宗
旨
の
宣
布
を
速
め
理
解
を
促
す
上
に
偉
大
な
る
湊
功
が
あ
つ
た
事
は
否
定
す
る
謬
に
は
行
か
ぬ
。
特
に
檜

肇
の
如
き
が
老
蕪
を
自
家
藥
簿
中
に
入
れ
て
ゐ
た
こ
ε
は
永
く
灘
門
に
影
響
を
及
ぽ
し
た
ぐ」思
ふ
。
彼
の
達
磨
ざ
同
時
代
に
出
た
梁
の
傅
翁
は

有
ソ物
先
二天
地
一。
無
レ形
本
寂
蓼
。
能
爲
二萬
象
主
一。
不
下逐
二
四
時
一凋
上

●
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(唐
棲
頴
撰
、
善
慧
大
士
語
録
)

な
る

一
偶
を
留
め
、
心
王
銘
を
作
つ
て
郎
心
師
佛
を
説
い
た
が
、
彼
元
よ
り
老
蕪
の
流
れ
を
汲
み
更
に
肇
法
師
の
想
に
梶
ん
だ
も
の
で
、
丁
度

老
子
の
所
謂
道
を
以
て

一
心
に
換

へ
た
か
の
観
を
催
さ
し
め
、
二
組
慧
可
の
萬
法

一
如
生
佛
不
二
の
宗
風
ぐ」
い
ひ
四
狙
道
信
の

大
道
虚
暖
。
縄
ゾ思
絶
γ慮
。
如
レ
是
之
法
。
汝
今
已
得
。
更
無
二闘
少
一。
與
〆佛
何
殊
。
景
徳
傳
燈
録
巻
四
)

ε
語
れ
る
、
六
組
慧
能
の
衆
に
告
け
て

吾
有
二
一
物
一。
無
γ頭
無
γ尾
。
無
ノ名
無
γ字
。
無
γ背
無
ゾ面
。
諸
入
還
識
否
。
(六
組
法
寳
檀
経
)

,ざ
示
せ
る
、
或
は
南
嶽
懐
譲
が

設
似

一
物
師
不
中
(天
聖
廣
燈
録
巻
八
)

ミ
道
破
し
て
六
租
の
嫡
子
た
り
得
た
る
、
百
丈
懐
海
が
上
堂
に
際
し

嬢
光
猫
耀
廻
脱
一一根
塵
】。
腿
露
二眞
常
一。
不
ソ拘
二文
字
一。
心
性
無
染
本
自
圓
成
。
但
離
二妄
縁
一帥
如
如
佛
。
(
百
丈
語
録
)

　

　

で

　

ε
獅
子
吼
し
、
道
艦
に
透
徹
し
て
光
明
赫
々
た
る
の
相
は
上
來
説
き
來
つ
た
老
荘
の
哲
理
の
膿
瞼
を
深
め
深
め
以
て
得
ら
る
べ
き
、
眞
人
の
悌

を

抽
く
も
の
ε
は
言
へ
ぬ
だ
ら
う
か
。

七

要
す
る
に
老
蕪
が
無
爲
寂
静
を
説
き
、
無
欲
神
遊
を
筒
び
、
無
我
無
物
を
求
め
死
生

一
如
を
観
す
る
が
如
き
は
、
其
の
悟
號
の
妙
味
ぐ㌧機
鋒

の
活
用
ε
は
吾
人
の
容
易
に
窺
知
し
得
る
も
の
ε
し
て
言
は
す
ミ
す
る
も
、
輝
門

一
陣
の
宗
風
に
契
當
す
る
も
荘
子
の
書
に
五
難
あ
る
を
墾
け

.昇
に
、
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部
略
中
下
之
人
。
如
下
佛
書
所
ノ謂
爲
二最
上
乗
者
一読
上
。故
其
言
毎
々
過
ノ高
。
三
難
也
。
(中
略
)

　

　

も

　

　

　

も

も

も

　

　

　

ぬ

も

　

　

語
脈
機
峰
。
多
如
二輝
家
頓
宗
所
γ謂
劒
乃
上
事
一。
吾
儒
書
中
。
未
二曾
有
㍗
此
。
五
難
也
。

ざ
言
つ
た
の
も
當
然
で
あ
り
、
朱
子
が

「
佛
歎
の
始
め
て
中
國
に
來
る
や
多
く
は
是
れ
老
子
の
意
を
楡
み
去
つ
て
経

ε
倣
す
、
塞
を
設
く
が
如

き
是
な
り
」
ミ
て
、
佛
経
が
老
蕪
を
劇
霧
し
た
り
ざ
の
猫
断
を
公
言
し
た
の
も
其
間
、
極
め
て
接
近
せ
る
所
あ
る
を
以
て
望
あ
る
。
彼
の
蘇
子

由
が
、
老
子
を
解
し
、

一
章
を
出
す
苺
に
僧
道
全
に
示
す
、
全
公
は
輯
ち
笑
つ
て
皆
佛
説
也
マ」言
つ
た
事
や
、
林
希
逸
の
荘
子
口
義
の
序
に

東
波

一
生
文
字
只
從
γ此
(荘
子
)悟
入
。
大
藏
五
百
四
十
函
、
皆
自
二此
中
一紬
繹
出
。

ぐ
」い
ふ
如
き
、

日
流
の
誇
説
た
る
に
す
ぎ
な
い
け
れ
さ
も
、
其
間
に
共
通
し
た
あ
る
も
の
を
強
く
肯
定
し
た
言
ε
見
ら
れ
る
。
帥
ち
蕪
子
の
口

吻
を
か
れ
ば
、
其
の
異
な
る
も
の
よ
り
し
て
之
を
見
れ
ば
肝
謄
も
楚
越
で
あ
る
が
、
其
の
同
じ
き
も
の
よ
り
し
て
之
を
眠
れ
ば
萬
物
も

一
で
あ

る
。
然
り
而
し
て
今
其
の
同
じ
き
も
の
よ
り
し
て
老
荘
ε
暉
ε
を
見
來
ら
ん
か
、
或
は
そ
れ
眞
に
近
き
も
の
が
得
ら
れ
や
う
。

顧
ふ
に
老
荘
の
道
は
、
吾
人
を
環
る
現
象
の
中
に
住
し
て
、
其
の

本
質
を
大
観
し
、
無
限
の
宇
宙
に
向
つ
て
、
自
在
に

我
生
の
開
放
を
叫

び
、
眞
理
マ」し
て
表
現
さ
れ
た
大
自
然
を
讃
美
し
て
永
く
東
洋
人
士
の
詩
的
冥
想
を
培
長
せ
し
め
た
事
は
今
更
ら
贅
す
る
迄
も
な
い
事
で
あ
る

が
、
や
が
て
そ
れ
は
、
彼
の
印
度
の
詩
人
タ
ゴ
ー

ル
が
、

人
間
の
意
識
が

一
時
間
に
自
己
の
狭
い
範
園
に
踊
踏
し
て
ゐ
る
間
は
、
人
間
の
性
質
の
根
源
は
無
限
の
世
界
に

延
び
行
く
こ
ε
は
出
來
な

い
。
そ
し
て
人
の
塞
は
餓
に
苦
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
人
は
心
内
の
蓮
影
を
見
る
こ
ミ
が
出
來
す
に
無
限
の
本
禮
か
ら
離
れ
て
し
ま
ふ
。

そ
し
て
崇
高
に
し
て
永
遽
に
奏
で
ら
れ
る
妙
な
る
創
造
の
合
奏
帥
ち
眞
の
安
息
に
生
き
る
こ
ぐ」は
出
來
な
い
。
(
自
已
ε
宇
宙
ぐじ

ざ
謳
つ
た
詞
の
や
う
に
、
環
象
の
世
界
の
中
に
永
逡
無
窮
の
神
秘
を
感
じ
宇
宙
の
本
艦
ミ
和
解
融
合
す
る
て
ふ
印
度
在
來
の
思
想
ε
曲
調
を

↓

に
す
る
所
が
あ
る
ミ
思
ふ
。

(大
正
一
四
、

二

、

一
九
、
稿
)
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